
総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

○

態度・志向性(人間力)
【　　】

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

◎ ◎

汎用的技能
【　　】

○

総合評価割合 25 35 40

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
④

正規分布の確率密度関
数の積分が計算できる。

正規分布の確率密度関
数の積分が３／４程度計
算できる。

正規分布の確率密度関
数の積分が３／５程度計
算できる。

正規分布の確率密度関
数の積分が計算できな
い。

学習・教育到達目標 （E）① JABEE基準１（２） (c)

到達目標
②

Taylor展開の計算ができ
る。

Taylor展開の計算が３／
４程度できる。

Taylor展開の計算が３／
５程度できる。

Taylor展開の計算ができ
ない。

到達目標
③

変数分離形の微分方程
式を解くことができる。

変数分離形の微分方程
式を３／４程度解くことが
できる。

変数分離形の微分方程
式を３／５程度解くことが
できる。

変数分離形の微分方程
式を解くことができない。

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

　本講義では，３年次までの既習単元の内容の理解を深め，今後の数理，情報，経営分野への応用という視
点からより発展的な内容まで学習する．発展内容としては偏微分と重積分をより深く学び，この微分方程式・
数値計算・統計学への応用を学習する．これらは社会・経済現象を解析していく上で必須の単元である．
　　科目の到達目標は以下の４点である。
①累次積分と変数変換公式を利用した重積分の計算ができる。
②Taylor展開の計算ができる。
③変数分離形の微分方程式を解くことができる。
④正規分布の確率密度関数の積分が計算できる。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

累次積分と変数変換公
式を利用した重積分の
計算ができる。

累次積分と変数変換公
式を利用した重積分の
計算が３／４程度でき
る。

累次積分と変数変換公
式を利用した重積分の
計算が３／５程度でき
る。

累次積分と変数変換公
式を利用した重積分の
計算ができない。

第4学年 経営情報学科 学修 1 単位 必修 講義 前期 45 時間

担　当　教　員 【非常勤】　講師　北本　卓也　　（ 【副担当】　教授　内田 保雄 ）

科目名 応用数学（Applied Mathematics）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

この授業で学ぶ微分積分学は数学を学ぶ上で欠かすことができない重要な科目です。なるべく丁寧に講義するつもりですの
で、頑張って受講して下さい。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 解析II

教科書 微分積分I、II（大日本図書）

補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

内容の理解・計算力の向上のため演習を中心に講義を進める。
レポート課題を別途課す。



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

期　末　試　験

答案返却・解答解説
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解でき
る。

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

応用１：Taylor展開とその数値計算への
応用

基本的な関数のTaylor展開を計算し、数値計算へ
の応用について理解し、説明できる。

第１２回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

応用２：微分方程式 微分方程式について理解し、最も基本的な解法で
ある変数分離法について理解し、説明できる。

第１３回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

応用３：統計学の基礎，確率分布と積分 統計学の基本的な事項を理解し、正規分布の確率
密度関数の積分について理解し、説明できる。

第１回～第１４回で取り上
げた内容の復習を行な
い、試験に備える。

中　間　試　験

試験返却・解答解説
重積分の導入

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解でき
る。
・重積分の導入、体積との関係、累次積分の計算
について理解し、説明できる。

第９回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

累次積分 累次積分の計算、重積分における広義積分につい
て理解し、説明できる。

第１０回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

重積分における変数変換 ２重積分の変数変換、ヤコビ行列式、２次元正規分
布とその積分法について理解し、説明できる。

第１１回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

様々な積分 置換積分、部分積分、分数関数の積分、部分分数
分解の復習について理解し、説明できること。また
広義積分について理解できる。

第５回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

積分法の演習 これまでに学んだ事項をふまえ、積分法の問題演
習ができる。

第６回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

定積分の演習 定積分の計算、曲線で囲まれた部分の面積、確率
分布と確率の視点から見た定積分と面積について
理解し、説明できる。

第１回～第７回で取り上げ
た内容の復習を行ない、
試験に備える。

様々な微分法 積の微分、商の微分、合成関数の微分の復習につ
いて理解し、説明できる。また、高次微分について
理解できる。

第２回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

微分法の演習 これまでに学んだ事項をふまえ、微分法の問題演
習ができる。

第３回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

積分法の復習 多項式の積分、分数関数の積分、指数・対数関数
の積分、三角関数の積分について理解し、説明で
きる。

第４回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
微分法の復習

・シラバスから学習の意義、授業の進め方、評価方法を理解でき
る。
・導関数の定義、基本的な関数の導関数、多項式の微分、指数・
対数関数の微分、三角関数の微分の復習について理解し、説明
できる。

第１回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。


